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令和元年度平常展

「密教の美術」
開催中

令和２年４月12日（日）まで

利用案内
開
館
時
間

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
休
館
日　

年
末
年
始
の
み

　
　
　
　
　
（
展
示
替
時 

臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

３
５
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

■
専
用
駐
車
場
あ
り

霊
宝
館
本
館　

放ほ
う

光こ
う

閣か
く

天
井
レ
リ
ー
フ

本
館
は
大
正
十
年(

一
九
二
一)

の
開
館
当
初
か
ら
あ
る
建
物
で
す
。
仏
像
の
上
部
に
か
ざ
す
天て
ん

蓋が
い

が
モ
チ
ー
フ
で
、
仏
が
放
つ
光
を
反
射
す
る
か
の
よ
う
で
す
。

題字・畬野光義師

　

春
先
に
花
を
咲
か
せ
夏
ま
で
に
は
葉
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
植
物
を
ス
プ
リ
ン
グ
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
と
呼
び
ま

す
。
直
訳
す
る
と
「
春
の
は
か
な
い
も
の
」
と
い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
春
の
妖
精
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
他
に
も
ト
ウ
ゴ
ク
サ
バ
ノ
オ
、

イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
ス
プ
リ
ン
グ
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
と

し
て
高
野
山
の
林
床
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
ス
プ
リ
ン
グ

エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
は
植
物
だ
け
で
な
く
ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど

の
蝶
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
と
言
え
ば
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
、
お
正

月
の
盆
栽
の
寄
せ
植
え
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？
。
名

前
の
由
来
は
旧
暦
の
正
月
に
花
を
咲
か
せ
る
の
で
床
の

間
に
飾
ら
れ
、
お
め
で
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
江
戸
時

代
初
期
の
頃
か
ら
福
寿
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
三
十
年
以
上
前
で
す
が
、
高
野
山
に
も
野
生
の

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
自
生
し
て
い
た
と
聞
き
、
か
つ
て
自

生
し
て
い
た
山
中
を
探
し
廻
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
数
年
後
よ
う
や
く
岩
の
間
か
ら
咲
い
て
い
る
フ
ク

ジ
ュ
ソ
ウ
を
見
つ
け
た
時
は
涙
が
出
る
ほ
ど
感
激
し
ま

し
た
。
そ
の
後
周
辺
部
を
探
す
と
二
十
五
株
ほ
ど
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
々
少
し
ず
つ
で
す
が
、

個
体
数
を
増
や
し
て
い
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
年

の
豪
雨
や
盗
掘
に
よ
り
そ
の
谷
か
ら
は
消
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

日
本
で
の
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
キ

タ
ミ
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
ミ
チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
シ

コ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
四
種
類
の
分
布
域
は
、
キ
タ
ミ
フ
ク
ジ
ュ

ソ
ウ
は
北
海
道
東
部
、
ミ
チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
本

州
、
九
州
、
シ
コ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
近
畿
、
四
国
、

九
州
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
北
海
道
か
ら
九
州
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
染
色
体
は
四

倍
体
で
他
は
二
倍
体
だ
そ
う
で
す
。（
二
倍
体
に
比
べ

る
と
四
倍
体
の
方
が
花
が
大
き
く
な
る
よ
う
で
す
。）

　

さ
て
、
高
野
山
で
み
ら
れ
る
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
種
類

は
？
。
今
と
な
っ
て
は
調
べ
る
こ
と
は
叶
わ
ぬ
夢
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

因
み
に
南
海
電
鉄
の
極
楽
橋
駅
か
ら
高
野
山
駅
間
で

二
月
の
下
旬
か
ら
三
月
中
旬
ま
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

高
野
山
寺
領
森
林
組
合　

西
田　

安
則

早
春
の
縁
起
草
（
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
）

高
野
山
の
生
き
物

第
二
回

今では幻となった、高野山に自生していたフクジュソウ
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仏頂尊勝母坐像　近代　金剛峯寺
チベットで長寿三尊のひとつに数えられ、罪障消滅、延命
長寿の陀羅尼を仏格化した女神である。

　

お
大
師
様
が
開
か
れ
た
高
野
山
は
神
仏
習
合
の
風
習
も
あ
り
多
く
の

神
様
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
と
さ
れ
る
の
が
伽
藍
に
あ

る
御
社
で
す
。
そ
こ
に
は
高
野
山
の
地
主
神
で
、
開
創
に
も
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
、
丹
生
・
高
野
明
神
を
は
じ
め
と
す
る
四
社
明
神
、
三
十
日

を
日
替
わ
り
で
守
る
と
さ
れ
る
三
十
番
神
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
大
師
様
が
開
か
れ
た
真
言
宗
で
も
、
イ
ン
ド
の
神
々
を
天
部

の
仏
様
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
高
野

山
並
び
に
、
高
野
山
真
言
宗
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
お
祀
り
さ
れ
て
い
る

神
々
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

主
な
展
示
品

■
絵
画

重　

文　

弁
才
天
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
城
院　
〔
前
期
〕

重　

文　

毘
沙
門
天
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
台
院　
〔
後
期
〕

未
指
定　

吉
祥
天
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
宝
館　
〔
前
期
〕

未
指
定　

摩
利
支
天
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
寿
院　
〔
後
期
〕

未
指
定　

荼
吉
尼
天
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
王
院

未
指
定　

仏
涅
槃
図
（
模
写
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

未
指
定　

十
二
天
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

三
十
番
神
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
王
院

■
彫
刻

未
指
定　

紫
檀
厨
子
入
ラ
ー
ダ
ー
&
ク
リ
シ
ュ
ナ
像　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

仏
頂
尊
勝
母
坐
像　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

ツ
ォ
ン
カ
パ
坐
像　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

未
指
定　

大
黒
天
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺　

■
書
跡

国　

宝　

金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　

 

金
剛
峯
寺

国　

宝　

紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経　
　
　

竜
光
院

重　

文　

法
華
一
品
経　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
〔
後
期
〕

■
工
芸

未
指
定　

チ
ベ
ッ
ト
語
観
音
呪
碑
文　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
歴
史
資
料

重　

文　

高
野
版
板
木
（
勧
学
院
・
奥
之
院
） 

金
剛
峯
寺

◎
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

「
密
教
の
美
術
」

令
和
２
年
１
月
18
日
㈯
～
４
月
12
日
㈰

前
期　

１
月
18
日
㈯
～
３
月
１
日
㈰

後
期　

３
月
３
日
㈫
～
４
月
12
日
㈰　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
中
無
休

令
和
元
年
度 

冬
期
平
常
展

重文　法華一品経　平安時代　金剛峯寺〔後期〕

荼吉尼天像　江戸時代　親王院 吉祥天像　大正時代　霊宝館〔前期〕

紫檀厨子入ラーダー & クリシュナ像　インド パーラ期　金剛峯寺
インド神話に出てくるラクシュミーとヴィシュヌの別の姿で
ある。
仏教ではラーダは吉祥天、クリシュナは那羅延天として取り
入れられている。

三十番神像　室町時代　親王院
１ヵ月（30日）を日替わりで守護するとされる。
伽藍御社に祠がありお祀りされている。

次
回
予
告

令
和
２
年
度
春
期
企
画
展

「
ほ
と
け
さ
ま
と
動
物
た
ち
」

令
和
２
年
４
月
18
日
㈯
〜
７
月
５
日
㈰

国
宝　

仏
涅
槃
図
（
平
安
時
代
、
金
剛
峯
寺
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
限
定
公
開
予
定
で
す
。
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摩
利
支
は
梵
語
で
「
太
陽
・
月
の

光
線
」
を
意
味
し
、
陽か

げ

炎ろ
う

を
神
格
化

し
た
の
が
摩
利
支
天
で
す
。
常
に
太

陽
の
前
を
行
き
、（
日
光
に
隠
れ
て
）

人
に
見
ら
れ
ず
知
ら
れ
ず
捉
え
ら
れ

ず
害
さ
れ
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
た
め

中
世
以
降
は
戦
場
で
の
安
全
や
勝
利

を
願
う
武
士
の
間
で
信
仰
が
盛
ん
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
元
は
二

臂ひ

（
腕
が
二
本
）
で
姿
を
隠
す
た
め

の
天て

ん

扇せ
ん

を
持
つ
女
性
神
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
の
ち
に
三
面
三
眼
に
六
臂
ま

た
は
八
臂
で
、
猪
に
乗
る
男
性
像
で

あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
造
像
の
際
は
、
金
属
や
白

び
ゃ
く

檀だ
ん

を
用
い
て
一
〜
二
寸（
三
〜
六
㎝
）

程
の
小
像
と
す
る
よ
う
諸
経
典
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
像
は
合
掌
し
た
手
に
天
扇
を

持
っ
て
立
つ
、
中
国
風
の
衣
装
の
男

性
神
と
し
て
描
か
れ
た
珍
し
い
姿
で

す
。
伝
来
な
ど
詳
細
は
不
明
で
、
軸

裏
に
「
摩
利
支
天
／
信
龍
」
と
墨
書

が
あ
る
の
み
で
す
。
高
野
山
で
は
摩

利
支
天
の
遺
例
は
少
な
く
、
当
館
に

は
図
像
集
を
除
く
と
本
像
の
ほ
か
、

近
世
の
絵
画
や
小
像
が
わ
ず
か
に
伝

わ
る
の
み
で
す
が
、
伽
藍
御み

社や
し
ろ（
重

文
）
の
う
ち
の
総そ

う

社じ
ゃ

（
三
の
宮
）
で

摩
利
支
天
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
後
期
の
『
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』

や
『
紀き

伊い
の

国く
に

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
に
よ
る
と
、

総
社
に
は
高
野
山
の
土
地
を
守
護
す

る
神
々
で
あ
る
十

じ
ゅ
う

二に

王お
う

子じ

と
百

ひ
ゃ
く

二に

十
じ
ゅ
う

番ば
ん

神し
ん

（
伴
神
）、
そ
し
て
摩
利
支
天

を
祀
る
、
と
あ
り
ま
す
。
現
在
の
総

社
は
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
正
面
に
三
つ
の

扉
が
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
を
お
祀
り

し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
江
戸
時

代
前
期
〜
中
期
頃
の
絵
図
に
は
総
社

の
と
こ
ろ
に
「
摩
利
支
天
」
と
記
さ

れ
た
も
の
が
あ
り
、
か
つ
て
は
知
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

余
談
で
す
が
、
武
田
信
玄
の
軍
師

と
し
て
知
ら
れ
る
山や

ま

本も
と

勘か
ん

助す
け

は
二
十

五
歳
の
時
、
諸
国
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
高
野

山
に
登
り
、
十
七
昼
夜
の
間
、
武
芸

の
上
達
を
祈
っ
た
と
こ
ろ
夢
枕
に
弘

法
大
師
が
立
ち
、
摩
利
支
天
の
像
を

授
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
豊
川
市
の
長

ち
ょ
う

谷こ
く

寺じ

に
は
、
こ

の
話
と
共
に
勘
助
が
身
に
つ
け
て
い

た
と
い
う
一
寸
三
分
（
約
四
㎝
）
の

木
造
摩
利
支
天
騎
像
（
豊
川
市
指
定

文
化
財
）
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
七
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火

山
」
で
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
放
送
さ

れ
、問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
霊
宝
館
で
そ
れ
を
知
る
人
は

皆
無
だ
っ
た
た
め
、
陽
炎
の
よ
う
に

捉
え
が
た
い
話
に
思
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。　　
　
　
　
（
福
形
安
希
子
）

摩ま

利り

支し

天て

ん

像ぞ

う　

一
幅

　

絹
本
著
色　

江
戸
時
代
後
期
（
十
八
～
十
九
世
紀
）

　

宝
寿
院
蔵　

縦
九
九
・
五
㎝　

横
四
二
・
三
㎝

収蔵品の紹介 105
壇だ

ん

上じ
ょ
う

伽が

藍ら
ん

に
ひ
っ
そ
り
と
祀ま

つ

ら
れ
る
ほ
と
け

重文 十巻抄（鎌倉時代、円通寺蔵）
「摩利支天菩薩」項より

壇上寺家絵図　宝永３年（1706）
金剛峯寺蔵　より　伽藍御社部分
総社（白丸内）には「摩利支天」とあります。

高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
交
換
工
事
完
了

　

平
成
29
年
か
ら
行
っ
て
い
た
展
示
照
明

器
具
の
取
り
替
え
工
事
が
、
こ
の
ほ
ど
完

了
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
は
省
エ
ネ
性

能
、
高
い
発
光
効
率
、
長
寿
命
に
加
え
て

文
化
財
に
と
っ
て
は
有
害
と
も
な
る
紫
外

線
を
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
っ
て
、
文
化
財
の

保
護
と
い
う
重
要
な
事
柄
と
同
時
に
、
展

示
物
の
効
果
的
な
演
出
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

◎
秋
期
企
画
展
イ
ベ
ン
ト
報
告

　

秋
期
企
画
展
「
祈
り
の
か
た
ち
─
密
教

法
具
の
世
界
─
」
に
関
連
し
、
10
月
26
日

㈯
と
11
月
９
日
㈯
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー

ク
と
密
教
体
験
「
法
具
に
触
れ
る
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
は
展

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

　

新
商
品
で
す
！

　

カ
ラ
フ
ル
な
水み

ず

引ひ
き

細ざ
い

工く

の
朱
印
帳
バ
ン

ド
や
、
高こ

う

野や

紙が
み

を
使
っ
た
し
お
り
の
販
売

を
始
め
ま
し
た
。
高
野
紙
は
高
野
山
周
辺

で
作
ら
れ
て
い
る
手て

漉す

き
和
紙
で
、
弘
法

大
師
空
海
が
製
法
を
伝
え
た
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
作
り
手
の
減
少
で
現
在
で
は
貴
重

な
も
の
で
す
。
昨
年
４
月
に
発
見
さ
れ
た

八は
ち

万ま
ん

四し

千せ
ん

宝ほ
う

塔と
う

を
か
た
ど
っ
た
高
野
紙
し

お
り
（
１
、５
０
０
円
）
は
霊
宝
館
限
定

商
品
で
す
。

　

塗ず

香こ
う

カ
ー
ド
（
５
０
０
円
）
は
特
殊
な

製
法
で
、
カ
ー
ド
を
軽
く
た
た
く
と
表
面

に
少
量
の
塗
香
（
粉
末
の
お
香
）
が
浮
き

出
し
、
身
を
お
清
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
寺
へ
お
参
り
す
る
時
に
、
写
経
の

時
に
、
ま
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
時
に
も

お
使
い
下
さ
い
。

示
中
の
名
品
を
鑑
賞
し
た
の
ち
、
現
在
高

野
山
で
使
用
さ
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

密
教
法
具
に
触
れ
、ま
た
音
を
鳴
ら
し
て
、

実
物
の
重
み
や
音
の
響
き
に
興
味
津
々
の

様
子
で
し
た
。
博
物
館
や
お
寺
で
遠
目
に

し
か
見
る
こ
と
の
な
い
法
具
に
触
れ
る
こ

と
で
、
お
坊
さ
ん
が
行
う
密
教
修
法
が
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
一
端
を
感

じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

12月下旬に新館３室と本館紫雲殿の工事が終わりました。

学芸員が用途や持ち方を簡単に説明したのち、
実際に触れていただきました。

◎
友
の
会
会
員
募
集　

◦
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
の
ほ
か
同

伴
者
３
名
様
ま
で
霊
宝
館
と
金
堂
・
大

塔
の
拝
観
無
料

◦
年
４
回
発
行
の
機
関
誌
「
霊
宝
館
だ

よ
り
」
送
付

︿
年
会
費
﹀　

一
般
会
員
（
個
人
）　　

３
、０
０
０
円

一
般
会
員
（
法
人
）　

３
０
、０
０
０
円

　

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

水引で作った玉の中には
お香が込められています。

カードのデザインは霊宝館本館の
天井レリーフ（表紙参照）です。

高
野
山
霊
宝
館
は
令
和
３
年(

２
０
２
１)

５
月
、

開
館
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

（部分）
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（下）結縁大師像

「
い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
文
化
財
鑑
賞
を
」

特
集　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話

　

す
で
に
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
に
つ
い
て
、

改
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
も
そ
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
は
、
霊
宝

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
文
化
財
を
見
な
が

ら
お
坊
さ
ん
に
法
話
を
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
企
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
霊
宝

館
で
は
仏
様
の
お
性

し
ょ
う

根ね

（
魂
）
が
入
魂
さ

れ
た
状
態
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

展
示
と
同
時
に
「
信
仰
の
対
象
」、「
お
寺

の
御
本
尊
」
の
状
態
で
お
ま
つ
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
仏
様
の
前
で
法
話

を
聞
き
、
仏
様
の
意
味
や
教
え
に
触
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
法
話
を
し
て
く
だ
さ

る
の
は
、
高
野
山
で
布
教
の
勉
強
を
し
、

本
山
布
教
師
・
本
山
布
教
師
心こ

こ
ろ

得え

の
資

格
を
と
ら
れ
た
先
生
で
す
。
高
野
山
内
で

は
、
金
剛
峯
寺
新
別
殿
、
奥
之
院
茶
処
な

ど
で
も
法
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
実
施
報
告

五
月
十
一
日　

岩
瀬　

密
雄　

師（
阿
波　

普
光
寺
）

六
月　

八
日　

惠
美　

香
優　

師（
徳
島　

德
藏
寺
）

七
月　

六
日　

岩
田　

賢
栄　

師（
島
根　

朝
日
寺
）

七
月
二
十
日　

森
田　

泰
澄　

師（
愛
知　

喬
正
院
）

八
月　

三
日　

中
原　

慈
良　

師（
補
陀
洛
院
徒
弟
）

八
月
十
七
日　

富
田　

向
真　

師（
高
野
山
高
校
教
諭
）

九
月
十
四
日　

上
田　

希
真　

師（
丹
波　

観
音
寺
）

十
月
十
九
日　

西　
　

悠
円　

師（
福
岡　

遍
照
院
）

（左）霊宝館の入り口に集合し、時間になると、
布教師から説明があり、両手に身と心を
清める塗

ず

香
こう

を塗ってからミュージアム法
話が始まります。

（右）結縁大師像の前で法話を聞き、皆様には
お大師様の右膝に触れていただきご縁を
結んでいただきます。

　

当
館
の
主
な
法
話
内
容
と
し
て
、
新
館

前
室
で
の
結
縁
大
師
像
前
の
法
話
が
あ
り

ま
す
。
霊
宝
館
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る

方
は
よ
く
ご
存
じ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
の
結
縁
大
師
像
は
陶
製
で
唯
一
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
財
で
す
。
ど
こ

で
も
触
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
右
膝

の
み
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
、

な
ぜ
右
膝
の
み
か
と
言
い
ま
す
と
、
昔
の

僧
侶
が
同
じ
体
験
を
し
た
か
ら
で
す
。（
下

記
「
御
衣
替
え
」
参
照
）
こ
の
僧
侶
と
同

じ
体
験
を
皆
様
に
し
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
そ
の
他
の
文
化
財
を
見
な
が
ら
「
仏

像
に
つ
い
て
」「
お
大
師
様
の
教
え
」
等

を
お
聞
き
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

当
館
で
は
年
四
回
展
示
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
都
度
展
示
品
が
変
わ
り
ま
す

の
で
毎
回
違
っ
た
法
話
を
お
聞
き
い
た
だ

け
ま
す
。お
時
間
の
ご
都
合
が
つ
く
方
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
に
是
非
ご
参
加
い
た

だ
き
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
当

館
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

「
御お

衣こ
ろ
も

替が

え
」

　

お
大
師
様
が
入
定
さ
れ
て
か
ら
八
十
六

年
後
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
時
の
帝
、
醍

醐
天
皇
の
夢
枕
に
お
大
師
様
が
お
立
ち
に

な
り
、
一
句
の
詩
を
詠
ま
れ
て
消
え
て

行
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お
姿
は
、
ぼ

ろ
ぼ
ろ
の
衣
を
ま
と
い
、
髭
や
髪
が
伸
び

き
っ
た
お
姿
で
し
た
。
そ
こ
で
、
新
し
く

檜ひ
わ
だ皮
色い

ろ

の
衣
を
贈
る
と
共
に「
弘
法
大
師
」

の
諡し

号ご
う

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東

寺
の
長
者
で
あ
る
観か

ん

賢げ
ん

僧
正
と
そ
の
弟
子

淳し
ゅ
ん

祐に
ゅ
うは
、
天
皇
の
命
を
受
け
、
高
野
山

に
登
り
、
奥
之
院
に
向
か
い
ま
し
た
。
御

廟
の
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
お
大
師

様
の
お
姿
は
な
く
、
一
面
に
霧
が
立
ち
こ

め
て
い
ま
し
た
。
観
賢
僧
正
は
、
修
行
が

足
り
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
、
そ
こ
で
礼

拝
を
行
い
ま
す
。
す
る
と
立
ち
こ
め
て
い

た
霧
が
す
こ
し
ず
つ
晴
れ
、
お
大
師
様
の

お
姿
を
拝
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
時
の
お
姿
は
、
天
皇
の
夢
枕
に
現
れ

た
の
と
同
じ
、ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
を
ま
と
い
、

髪
や
髭
の
伸
び
き
っ
た
お
姿
で
し
た
。
観

賢
僧
正
は
、
伸
び
た
髪
や
髭
を
綺
麗
に
剃

り
、
新
し
い
檜
皮
色
の
衣
に
替
え
、「
弘

法
大
師
」
の
諡
号
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
の
時
横
を
見
る
と
、
弟
子
の
淳
祐
が
泣

い
て
い
ま
し
た
。
理
由
を
聞
く
と
修
行
が

足
り
ず
に
お
大
師
様
の
お
姿
を
観
る
こ
と

が
出
来
な
い
と･･･

。

　

そ
こ
で
観
賢
僧
正
は
、
淳
祐
の
右
手
を

と
り
、
お
大
師
様
の
左
膝
へ
と
運
び
ま
し

た
。
す
る
と
淳
祐
は
、「
姿
は
見
え
ま
せ

ん
が
お
大
師
様
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」
と
、
涙
を
流
し
て
喜
ば

れ
ま
し
た
。

お大師様の伸びきった髪や髭を綺麗に剃る観賢僧正お姿が見えず泣いている淳祐の手を、観賢僧正が
お大師様の膝に運ばれる

出典　重文　高野大師行状図画　地蔵院蔵　より

最後の放光閣でまとめの布教を聞き、お勤めをして終了となります。

【
参
加
費
】　　

通
常
の
拝
観
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

【
参
加
方
法
】　

拝
観
受
付
を
済
ま
せ
、
霊
宝
館
玄
関
前
に

　
　
　
　
　
　

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

【
開
催
時
間
】　

午
後
一
時
よ
り　

約
四
十
五
分
間
（
予
定
）

【
開
催
日
】　　

令
和
二
年
度
は
未
定

　
　
　
　
　
　

霊
宝
館
だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

展覧会の内容により、
お話をする文化財が
変わります。
写真は令和元年度
大宝蔵展にて
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金
剛
三
昧
院
客
殿
及
び
台
所
の
礎
石
に

は
、
六
個
の
石
造
物
が
転
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
五
輪
塔
の
部
材
で
、
一

石
五
輪
塔
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
石
塔
の

部
材
を
礎
石
に
転
用
す
る
と
い
う
感
覚

は
、
現
代
人
に
は
少
々
理
解
し
難
い
面
も

あ
り
ま
す
が
、
戦
国
時
代
の
城
の
石
垣
に

石
塔
を
転
用
す
る
事
例
は
各
地
で
知
ら
れ

て
お
り
、
都
市
の
道
路
側
溝
や
寺
院
の
基

壇
に
転
用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
中
世
末
期
で
は
決
し
て
珍
し
い
行
為

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
る
の
で

は
な
く
、
転
用
さ
れ
て
い
た
五
輪
塔
に
記

載
さ
れ
た
銘
文
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
す
で
に
結
城
啓
司
さ
ん
が

詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
野
山

奥
之
院
の
中
世
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

銘
文
で
す
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
意
味

は
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
以
下
、
結
城
さ

ん
の
報
告
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
の
資

料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

転
用
さ
れ
た
五
輪
塔
の
地
輪
と

そ
の
銘
文

　

今
回
紹
介
し
よ
う
と
す
る
部
材
は
五
輪

塔
の
地
輪
で
、
事
務
所
東
室
中
央
柱
の
礎

石
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す

（
写
真
１
）。
硬
質
の
砂
岩
製
で
、
大
き
さ

は
幅
三
五
．
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
二
六
．
二

セ
ン
チ
で
上
面
は
緩
や
か
な
勾
配
を
作
っ

て
雨
水
が
外
側
へ
流
れ
落
ち
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
面
の
中
央
に
は
直
径

六
．
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
一
．
七
セ
ン
チ
の

円
形
を
し
た
枘ほ

ぞ

穴あ
な

が
あ
り
、
水
輪
底
部
の

枘
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た

底
部
は
凹
凸
が
良
く

残
っ
て
い
る
の
で
、
直

接
地
面
に
安
置
す
る
設

計
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
地
輪
の
高
さ
か

ら
想
定
さ
れ
る
五
輪
塔

全
体
の
高
さ
は
、
お
よ

そ
一
メ
ー
ト
ル
と
推
定

で
き
ま
す
。
部
材
の
組

合
せ
方
は
異
な
り
ま
す

が
、
現
在
西
南
院
の
境

内
に
並
ぶ
一
三
世
紀
後

期
の
五
輪
塔
群
と
ほ
ぼ

同
じ
規
模
の
塔
だ
っ
た

と
予
想
さ
れ
、
当
時
の

高
野
山
で
は
大
き
な
石
塔
の
一
群
に
属
し

て
い
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

さ
て
銘
文
で
す
が
、
地
輪
側
面
の
一
面

に
大
き
く
梵
字
「
ア
」
を
配
し
、
そ
の
反

対
面
に
銘
文
を
刻
ん
で
い
ま
す（
写
真
２
・

拓
本
）。

　

為
待
三
會
之
暁

　

卜
居
於
高
野
山

　

造
立
供
養
斯

　

元
亨
改
元
酉辛

　

三
月
廿
一
日
沙
弥
契
明

と
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
銘
文
に
見
え

る
主
要
な
用
語
を
解
説
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

三さ
ん

會え

の
暁

あ
か
つ
き

＝
お
釈
迦
様
が
入
滅
さ
れ

て
か
ら
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥
勒
如

来
が
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
て
、
三
度
の
説

法
を
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

そ
の
時
を
待
つ
た
め
、
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

卜
居
於
高
野
山
＝
卜ぼ

っ

居き
ょ

と
は
土
地
の
良

し
悪
し
を
占
っ
て
住
居
を
定
め
る
こ
と
を

言
い
ま
す
の
で
、
高
野
山
を
居
所
に
選
び

定
め
た
と
理
解
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
自
身

の
最
終
的
な
生
活
の
場
だ
け
で
な
く
、
埋

葬
の
場
所
も
含
め
た
文
言
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

造
立
供
養
斯
＝
こ
の
五
輪
塔
を
造
立
し

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

元
亨
改
元
＝
元
号
を
元げ

ん

亨こ
う

に
改
元
し
た

年
と
い
う
意
味
で
す
の
で
、
元
亨
元
年
の

こ
と
。
西
暦
に
換
算
す
る
と
一
三
二
一
年

と
な
り
ま
す
。

　

三
月
廿
一
日
＝
五
輪
塔
を
造
立
し
た
日

付
で
す
が
、
弘
法
大
師
が
ご
入
定
な
さ
れ

た
日
付
に
一
致
さ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
塔
の
造
立
背
景
に
弘
法
大
師
へ
の
信
仰

も
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

沙し
ゃ

弥み

契
明
＝
こ
の
石
塔
を
建
て
た
人
で

す
。
在
俗
で
出
家
し
た
男
性
で
あ
る
こ
と

は
分
か
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
追
跡
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の
石
塔
を
最
初
に

調
査
さ
れ
た
結
城
さ
ん
は
、
五
輪
塔
の
規

模
か
ら
考
え
て
一
定
の
地
位
や
財
力
を
有

し
た
人
物
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

契
明
は
な
ぜ
銘
文
を
彫
っ
た
の
か

　

こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
紹
介
し
て
き
た
よ

う
に
、
高
野
山
の
石
塔
に
は
銘
文
を
記
載

し
た
も
の
が
い
く
つ
も
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
歴
史
的
事
実
を
教
え

て
く
れ
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
た
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
あ
え
て
こ

の
塔
を
ご
紹
介
し
た
の
は
、
高
野
山
と
い

う
と
こ
ろ
が
弘
法
大
師
信
仰
と
弥
勒
信
仰

が
一
体
化
し
た
聖
地
で
あ
る
と
、
具
体
的

に
記
載
し
て
い
る
数
少
な
い
銘
文
だ
か
ら

で
す
。
実
は
こ
の
よ
う
な
銘
文
は
、
滅
多

に
お
目
に
掛
か
れ
ま
せ
ん
。
高
野
山
で
は

こ
う
し
た
信
仰
形
態
が
あ
ま
り
に
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
り
、
通
常
は
記
載
せ
ず
と

も
そ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
沙
弥
契

明
に
と
っ
て
は
、
三
會
の
暁
に
遭
遇
で
き

る
こ
と
を
信
じ
、
遠
方
か
ら
こ
の
聖
地
に

移
り
住
ん
だ
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
極
め
て

重
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
契
明
の
高
野
山
に
対
す
る
強
い
想
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
銘
文
で
す
。

　

今
回
で
ひ
と
ま
ず
石
塔
の
銘
文
を
読
む

シ
リ
ー
ズ
を
終
え
、
次
回
か
ら
は
土
地
を

鎮
め
る
地
鎮
・
鎮
壇
の
遺
構
や
遺
物
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
参
考
文
献
】

結
城
啓
司
二
〇
一
一
「
礎
石
に
転
用
さ
れ

て
い
た
五
輪
塔
に
つ
い
て
―
金
剛
三
昧
院

客
殿
及
び
台
所
に
つ
い
て
―
」『
財
団
法
人

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

２
０
１
０
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文

化
財
セ
ン
タ
ー

  

高
野
山
の
考
古
学

（
二
十
三
）

公
益
財
団
法
人 

元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

　
　
　
　
　
　
　

狭 

川　

真 

一

石
塔
の
銘
文
を
読
む
⑤

写真２　五輪塔地輪写真および拓本

写真１　金剛三昧院客殿での転用状況
　　　　（○印柱の礎石に転用／和歌山県文化財センター提供）
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失
感
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
人
類
の
宝
で

あ
る
両
世
界
遺
産
の
早
期
復
興
を
切
に

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。　
　

 

（
鳥
羽
正
剛
）

　

高
野
山
の
子
院

　

高
野
山
千
二
百
年
の

歴
史
は
、
火
災
と
の
闘

い
の
歴
史
と
も
言
え
ま

す
。
高
野
山
は
標
高
八

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
上

に
あ
り
、
年
間
降
水
量

も
多
く
、
過
去
に
は
落

雷
に
よ
る
火
災
が
度
々

発
生
し
、
寺
院
や
町
家

な
ど
が
焼
失
と
再
建
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
現

在
高
野
山
に
は
、
金
剛

峯
寺
以
外
に
一
一
七
ヶ

寺
の
子し

院い
ん

（
塔た

っ

頭ち
ゅ
う）
が

あ
り
ま
す
が
、『
御ご

公こ
う

儀ぎ
に

上
た
て
ま
つ
る

一い
っ

山さ
ん

図ず

』（
正

保
三
年
〈
一
六
四
六
〉

金
剛
峯
寺
蔵
）
に
付
属

す
る
『
高こ

う

野や

山さ
ん

絵え

図ず

之の

帳ち
ょ
う』
に
よ
る
と
、
か
つ

て
は
千
八
百
六
十
五
ヶ

寺
も
の
子
院
が
犇ひ

し

め
い

て
い
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
大
幅
な
寺

院
数
の
減
少
に
は
、
火
災
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

古
絵
図
の
製
作

　

既
刊
号
の
第
一
二
五
号
で
は
『
高
野
山

内
図
』（
正
保
三
年
〈
一
六
四
七
〉
金
剛

峯
寺
蔵
）、
第
一
二
一
号
・
第
一
二
九
号

で
は
『
高
野
山
壇
上
寺
家
絵
図
』（
宝
永

三
年
〈
一
七
〇
六
〉
金
剛
峯
寺
蔵
）、
第

一
一
九
号
で
は
『
高
野
山
壇
上
并
寺
中
惣

絵
図
』（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
金
剛

峯
寺
蔵
）、
第
一
二
三
号
で
は
『
高
野
山

全
山
絵
図
』（
寛
政
八
年
〈
一
七
九
五
〉

西
室
院
蔵
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
一
世
紀
ほ
ど
の
短
期

間
に
い
く
つ
も
の
子
院
地
域
の
絵
図
が
製

作
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
高
野
山
で
は

度
々
火
災
に
遭
い
、
子
院
が
移
転
や
消
滅

し
た
り
し
た
の
で
、
そ
の
都
度
、
山
内
の

寺
院
配
置
状
況
を
江
戸
幕
府
に
報
告
し
た

か
ら
で
す
。
そ
の
際
、
二
部
の
絵
図
を
製

作
し
て
、
一
部
は
幕
府
に
提
出
し
、
残
り

の
一
部
は
高
野
山
の
控
え
と
し
て
保
存
し

て
き
ま
し
た
。
絵
図
の
製
作
に
は
様
々
な

目
的
、
用
途
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
こ

の
よ
う
な
理
由
で
、
高
野
山
に
は
多
く
の

絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

古
絵
図
に
み
る
火
災
跡

　
『
高こ

う

野や

山さ
ん

壇だ
ん

上じ
ょ
う

并
な
ら
び
に

寺じ

中ち
ゅ
う

絵え

図ず

』（
元

禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
金
剛
峯
寺
蔵　

図

１
）
な
ど
に
は
、
元
々
建
物
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
、例
え
ば
伽
藍
で
は
「
金こ

ん

堂ど
う

假か
り

堂ど
う
（
仮

堂
）」、「
灌か

ん

頂じ
ょ
う

院い
ん

（
堂ど

う

）
明あ

き

地ち

」（
図
２
、

写
真
１
）、ま
た
山
内
各
所
に「
明あ

き

地ち

（
空あ

き

地ち

）」
と
記
し
、
敷
地
が
朱
色
に
塗
ら
れ

た
部
分
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
３
〜
５
）。

こ
れ
ら
は
、
幕
府
に
山
上
の
子
院
の
存
続

状
況
を
報
告
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の

で
、
主
に
い
く
つ
か
の
谷
の
奥
に
多
く
分

布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
度
重
な
る
火
災

の
後
、
谷
の
奥
の
復
旧
は
中
々
進
ん
で
い

な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　

昨
年
の
令
和
元
年
に
は
、
高
野
山
と
同

じ
世
界
遺
産
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
聖
堂
、
沖
縄
の
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
うが
相
次

い
で
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は

世
界
中
の
人
々
の
心
の
拠よ

り
所
で
あ
る
文

化
財
が
灰か

い

燼じ
ん

に
付ふ

す
る
と
い
う
衝
撃
と
喪

火
災
①

「
古
絵
図
で
巡
る
高
野
山
探
訪
」
（
そ
の
十
一
）

写真１　伽藍・灌頂院（堂）跡
かつて根本大塔と御影堂の間には灌頂院（堂）がありましたが、天保14年〈1843〉に焼失しました

図２　『高野山壇上并寺中絵図』
　　　伽藍金堂假堂・灌頂院（堂）明地部分

図４　『高野山壇上并寺中絵図』谷上・西院谷の明地部分
　　　現在の大門～高野山高校付近

図５　『高野山壇上并寺中絵図』千手院谷の明地部分
　　　現在の高野町役場付近

図３　『高野山壇上并寺中絵図』南谷の明地部分　　現在の高野山霊宝館南方

図１　『高野山壇上并寺中絵図』（元禄６年〈1693〉金剛峯寺蔵）


